
日本原子力学会 2023年春の年会 委員会セッション

プログラム
◇開会挨拶 座長 13:00～13:05

(1)損傷を受けた構造物に対しての強度基準の在り方
〇 東京大学 鈴木俊一 13:05～13:10

(2)１Ｆ廃炉に係る地震時健全性評価と課題
〇 JAEA 高田毅士 13:10～13:35

(3)現状のリスク評価と経年劣化の影響の検討
〇 東京大学 高田 孝

大阪大学 竹田 敏 13:35～14:00

◇全体討議・まとめ 座長 14:25～14:30

福島第一原子力発電所の建屋・構造物健全性とリスク評価

2022.3.18 13:00-14:30  東京大学駒場校舎 I会場

◇座長： 宮野廣 （廃炉検討委員会委員長）



活動の体制 原子力学会福島第一原子力発電所事故に関連して
（２０23年2月版）

（注）FDR： International Workshop on Fukushima Decommissioning Research

２０１７年５月 終了

委員長 ： 宮野 廣 （法政大学）
副委員長： 関村直人 （東京大学）

岡本孝司 （東京大学）

事故課題
フォロー分科会

主査：山本章夫
(名古屋大学)

主査：吉見 卓
(芝浦工業大学)

建屋の構造性能
検討分科会

前主査：瀧口克己
(東京工業大学)

リスク評価
分科会

主査： 山口 彰
(東京大学)

幹事会

福島特別プロジェクト

主査：越塚誠一
（東京大学)

運営タスクチーム

事故進展に関する
未解明事項フォローWG

主査：柳原 敏
(福井大学)

福島復興・廃炉推進に貢献する
学協会連絡会 (2016年5月発足)

廃炉検討委員会

理事会

ロボット
分科会

廃棄物
検討分科会

主査：小島史男
(神戸大学)

ロボット分科会WG
２０１８年５月 終了

２０１８年５月 終了

廃炉リスク
評価分科会

(2014年6月発足）

ワークショップ

国際会議 FDR2024

２０１8年12月 終了

強度基準
検討分科会

主査：鈴木俊一
(東京大学)

(2018年6月より活動）

事故調提言
フォロー

（日本機械学会との共催）

学会員:約6300名日本原子力学会

専門家集団

約60名

27名20名33名26名

（FDR2019 2019年5月24-26日、および
FDR2022 2022年10月14-16日は
＠J ビレッジで開催
次回は、2024年に予定 ）

ANFURD

廃炉における
安全マネジメント

のあり方

建屋の耐震性
評価まとめと

維持管理の在り方

廃炉に向けた
ロボット技術への

支援

事故炉の廃止措置と
廃棄物の取り扱い

環境修復

事故炉における
強度評価と考え方

活動の概要

主査： 高田 孝
(東京大学)

主査： 高田 毅士
(JAEA)

2022年11月再立上 21名

活動中分科会/ﾀｽｸ燃料デブリタスク

主査：川崎大介
(福井大学)

12名
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